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論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目：黒川能をめぐる思想と実践の歴史民俗学的研究 
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【論文内容の要旨】 

本論文は、山形県鶴岡市の黒川能の歴史的な展開を考察するとともに、能楽などの外部からの

影響を受けつつ、多様な経験や思想を吸収しながら実践してきた黒川能の動態的な様相を探究し

て明らかにすることを目指している。  

本論文は、序章・終章を加えて、第一部「黒川能をめぐる近代の表象と実践」、第二部「＜能を舞う農

民＞の発見と展開」、第三部「＜農と能のムラ＞の確立とゆくえ」の三部構成からなる。序章では、黒川

能を概説し、黒川能と能楽に関する先行研究を批判的に検討し、近現代を生きてきた黒川能の思想と実

践を究明することが研究課題として設定されている。 

第１部では、黒川能を論じる前提として、近代国家に相応しい国民芸術として再出発をはかった能楽

＝五流派、また能楽の家元制度の枠外で活動する今様能狂言などの芸能が能楽から排除される過程につ

いて論じている。黒川能も非能楽系の演能集団の一つであるとする視点に立ち、1903 年に和田建樹によ

って「能楽史研究の一大材料」として評価された黒川能が、1910 年の東京初公演では能楽を価値基準と

して批判されたことを指摘する。1936 年の２度目の上京公演では、能楽で古曲や稀曲となっている古風

な能を演じて成功を収めたが、黒川能の演目の大半は明治期半ばから始まる「所演曲拡大期」に新たに

登録されたものであり、その結果、黒川能に新展開がもたらされたことを資料の発掘を通じて明らかに

している。 

第２部では、1938 年の黒川能との邂逅以来、黒川能と関わって新たな地平を切り開いた真壁仁の思想

と実践について論じている。ここでは、真壁が黒川能役者と交流する中で、「農民芸術の古拙の美」、「芸

術追究と勤労生活の統一表現として一つの典型」として見出した黒川能を、能楽・能楽史の価値基準か

ら解放し、「信仰と芸術と生活との完全な一致」という点で評価し、王祇祭や日々の生活、農民の身体性

と結びつけたことを明らかにしている。 

第３部では、真壁も関わった、雑誌『太陽』1966 年２月号の特集「雪国の秘事能」を分析対象として、

同誌が、王祇祭と黒川能だけではなく、黒川の四季や生活をビジュアルに描き出し、「農と能のムラ」の

イメージを提示して、高度経済成長期の都市化によって「ふるさと」を喪失し希求する人々の大きな反

響を呼び起こしつつ、黒川能ブームを生み出した経緯を明らかにしている。また、黒川能のパリ公演、

現在の王祇祭で当屋の状況を調査し、黒川能の直面している演者と生業、観衆への対処などの問題につ



いて検討している。終章では、黒川能・王祇祭を介して、民俗芸能・祭礼を伝承する地域や当事者に関

して考察し、研究者や観衆などの来訪者も芸能や祭りの場を構成し、維持・継承していく存在であると

問題提起している。 

 

【論文審査の結果の要旨】 

本論文では、能楽を絶対的な価値基準とせず、能楽も黒川能などとともに能狂言という芸能の

一形態とする視座の下で、黒川能に関連する近世以降の文献史料を踏まえた歴史的な研究ととも

に、現地・黒川でのフィールドワークを行って、黒川能の近現代史を明らかにし、黒川能を担っ

た人びとの実践と思想を究明することを目指しているところに大きな特長があり、すぐれて意欲的

な論文となっている。以下、独自の論点が提示され、評価されるべき点を挙げていく。  

本論文は、黒川能を能楽史研究において評価した大和田建樹の黒川能役者との交流を綴った紀

行文、1936 年東京公演の際に黒川能役者自身が演能の実感や観衆の反応を記した日誌類、真壁仁

の自筆ノートなど、先行研究で用いられなかった資料を発掘して、黒川能の歴史的展開や黒川能

に関わった人々の思想と実践について精緻に描き出したが、このことは黒川能研究に新たな地平

を切り開いた点として大いに評価できよう。  

本論文は、近世に確立された神事能としての黒川能の制度や組織に関する歴史的な考察から始

まり、明治期に成立した観世などの五流派の能楽と比較・対照して、黒川能の独自性を明らかに

している。また、明治期以前の猿楽とはかなり様相を異にした、能楽師や能楽後援者、能楽評論

家、能楽研究者、能楽ジャーナリズムなどによって構成される能楽体制の形成・発展プロセスも

明らかにして、演能において能楽を絶対的価値基準とする能楽の覇権主義を諸資料から析出し、

能楽の近代ともいうべき諸相の展開プロセスを詳細に論述しつつ明らかにしていったことは高く

評価できる。  

1936 年の２度目の東京公演では、能楽では廃絶曲となっている《鐘巻》を上演して、能楽師や能楽評

論家などから古風な能と高評されたが、この「所演曲拡大期」に新登録された約 590 曲を数える大量の

保有曲のひとつである《鐘巻》などの演目を通して、黒川能の古風イメージが確立された。この時期、

能楽研究者などが能楽とは異なる歴史的な蓄積を有する神事芸能として再評価した黒川能は、黒川能役

者によって継承・存続されていったわけだが、その経緯について、多くの資料、特に黒川能役者自身が

記した日誌を用いて克明に叙述した点は本論文の精華といえる。 

さらに、黒川能の新たな局面を切り開いた真壁仁の農業と思想の営為について、戦中から戦後

にいたる時代状況と関連させながら、真壁の格闘した思想史的テーマを究明するとともに、黒川

能・王祇祭、またその担い手たちの直面していく困難な事態を浮き彫りにしたことは、民俗学や

民衆思想史の領域に大いに貢献する業績となろう。  

なお、黒川能の担い手である上座と下座については、歴史的な展開プロセスを踏まえつつ、両座の緊

張もしくは対抗した関係や構成員について掘り下げて論じることによって、黒川能の現在にいたる、よ

り動態的な様相を描くことができたはずであるが、静態的な記述に留まったことが惜しまれる。とはい

え、こうした残された課題は、もとより本論文の意義を損なうものではなく、今後の研究を深化させて

いくうえでの課題と考えられるべきものである。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいも

のであると認定する。 

 


